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「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
説
話
交
替
の
問
題
坪
井
直
子
〔
抄
録
〕
中
国
で
は
古
来
よ
り
親
孝
行
の
実
践
例
を
説
く
た
め
に
、
し
ば
し
ば
孝
子
説
話
を
集
成
し
た
教
訓
書
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
お
よ
そ
唐
代
以
前
の
孝
子
伝
、
宋
代
以
降
の
二
十
四
孝
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
、
広
く
流
布
し
て
周
辺
の
諸
国
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
日
本
で
も
室
町
時
代
以
降
、
二
十
四
孝
は
盛
ん
に
享
受
さ
れ
た
が
、
そ
の
普
及
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た
全
相
二
十
四
孝
詩
選
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
張
孝
張
礼
条
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
は
千
字
文
注
に
も
拠
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
張
孝
張
礼
条
の
説
話
本
文
が
千
字
文
注
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
二
十
四
孝
詩
選
の
説
話
本
文
が
千
字
文
注
に
近
似
す
る
た
め
と
考
え
た
。
ま
た
、
二
十
四
孝
詩
選
の
張
孝
張
礼
説
話
は
、
趙
孝
趙
礼
説
話
の
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
孝
系
統
間
に
お
い
て
は
、
二
十
四
孝
詩
選
が
、
孝
行
録
系
二
十
四
孝
の
趙
孝
趙
礼
説
話
か
ら
千
字
文
注
に
由
来
す
る
張
礼
説
話
へ
、
説
話
を
替
え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
二
十
四
孝
二
十
四
孝
詩
選
孝
行
録
千
字
文
注
一
思
想
の
根
本
に
「
孝
」
を
持
つ
中
国
で
は
古
来
よ
り
親
孝
行
の
実
践
例
を
説
く
た
め
に
、
し
ば
し
ば
孝
子
説
話
を
集
成
し
た
教
訓
書
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
お
よ
そ
唐
代
以
前
の
孝
子
伝
、
宋
代
以
降
の
二
十
四
孝
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
、
広
く
流
布
し
て
周
辺
の
諸
国
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
特
に
二
十
四
孝
は
、
印
刷
技
術
の
普
及
も
あ
ろ
う
が
、
象
徴
的
な
挿
絵
を
伴
う
こ
と
が
多
く
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
二
十
四
と
い
う
ま
と
ま
り
の
良
い
話
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
享
受
さ
れ
続
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
も
室
町
時
代
以
降
、
二
十
四
孝
は
盛
ん
に
享
受
さ
れ
た
が
、
そ
の
普
及
一
六
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』（
以
下
、
草
子
と
す
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
話
の
冒
頭
に
五
言
四
句
の
漢
詩
が
配
さ
れ
て
お
り
、
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た
全
相
二
十
四
孝
詩
選
（
以
下
、
孝
詩
選
と
す
る
）
に
基
づ
く
一
種
の
翻
訳
文
学
と
さ
れ
て
い
る１
）
。
し
か
し
、
実
際
に
草
子
と
孝
詩
選
を
比
較
し
て
み
る
と
、
詩
の
部
分
に
つ
い
て
は
両
者
は
一
致
す
る
が
、
説
話
本
文
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
董
永
条
や
王
条
は
蒙
求
注
に
、
丁
蘭
条
は
劉
向
孝
子
伝
（
法
苑
珠
林
四
十
九
所
引
）
に
拠
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る２
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
張
孝
張
礼
条
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
張
孝
と
張
礼
と
い
う
兄
弟
の
話
で
、
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
弟
を
、
自
分
の
方
が
肥
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
兄
が
身
替
わ
り
を
願
い
出
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
草
子
の
説
話
本
文
は
、
孝
詩
選
だ
け
で
な
く
北
魏
李
暹
の
千
字
文
「
恭
惟
鞠
養
」
注
に
も
基
づ
く
の
だ
が
（
高
橋
健
太
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）、
な
ぜ
草
子
は
千
字
文
注
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
孝
詩
選
も
含
め
た
こ
の
説
話
の
問
題
と
し
て
、
か
つ
て
金
文
京
氏
が
「
こ
の
話
の
主
人
公
は
、
趙﹅
孝
趙﹅
礼
で
あ
っ
て
、
張﹅
孝
張﹅
礼
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る３
）
。
二
十
四
孝
は
、
孝
行
録
系
、
二
十
四
孝
詩
選
系
、
日
記
故
事
系
の
三
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
説
話
は
兄
弟
愛
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
最
も
新
し
い
系
統
の
日
記
故
事
系
に
は
記
さ
れ
ず
、
ま
た
古
い
系
統
で
あ
る
孝
行
録
系
で
は
、
趙
孝
趙
礼
の
誤
伝
で
あ
る
趙
孝
宗
趙
孝
礼
と
な
っ
て
い
て
、
な
ぜ
草
子
や
孝
詩
選
が
孝
子
の
名
前
を
「
張
孝
張
礼
」
と
す
る
の
か
も
疑
問
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
草
子
の
張
孝
張
礼
条
が
孝
詩
選
だ
け
で
な
く
千
字
文
注
に
も
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
が
、
そ
の
前
に
確
認
に
用
い
る
千
字
文
注
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
千
字
文
は
識
字
の
初
等
教
科
書
と
し
て
中
国
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
朝
鮮
や
日
本
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
異
な
っ
た
一
千
個
の
文
字
が
四
語
の
韻
文
で
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
梁
の
武
帝
の
命
で
周
興
嗣
が
作
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
千
字
文
に
は
幾
つ
か
注
釈
書
が
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
北
魏
李
暹
の
も
の
で
、
小
川
環
樹
氏
に
よ
れ
ば
李
暹
注
は
古
注
と
新
注
に
分
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
古
注
が
唐
宋
の
故
事
や
説
話
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
古
注
は
李
暹
の
注
を
基
本
に
他
の
注
釈
が
加
わ
っ
た
三
種
類
即
ち
、
弘
安
十
（
一
二
八
七
）
年
書
写
の
奥
書
を
存
す
る
本
（
弘
安
本
）、
敦
煌
写
残
巻
（
Ｓ
五
四
七
一
・
敦
煌
本
）、
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
（
纂
図
本
）
が
あ
る
。
弘
安
本
は
故
事
や
説
話
の
引
用
は
少
な
い
が
、
纂
図
本
は
李
暹
注
を
増
広
改
竄
し
て
い
て
、
多
数
の
故
事
や
説
話
が
俗
語
を
交
え
た
文
体
で
記
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い４
）
。
敦
煌
本
は
纂
図
本
と
同
じ
注
釈
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
張
孝
張
礼
説
話
は
敦
煌
本
と
纂
図
本
に
載
る
が
、
草
子
に
関
わ
る
の
は
纂
図
本
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
草
子
、
孝
詩
選
、
千
字
文
「
恭
惟
鞠
養
」
注
を
上
げ
比
較
検
討
す
る５
）
。
・
草
子偶
値
緑
林
児
代
烹
云
痩
肥
人
皆
有
兄
弟
張
氏
古
今
稀
張
孝
張
礼
は
兄
弟
也
。
世
間
飢
饉
の
時
に
、
八
十
余
の
母
を
養
へ
り
。
木
の
実
を
拾
に
行
た
れ
ば
、
一
人
の
た
え
疲
れ
た
る
者
来
て
、
張
礼
を
殺
て
く
ら
は
ん
と
云
り
。
張
礼
言
や
う
は
、「
我
老
た
る
母
を
も
て
り
。
今
日
は
い
ま
だ
食
事
を
参
ら
せ
ざ
り
つ
る
程
に
、
少
の
暇
を
給
れ
。
母
に
食
物
を
参
ら
せ
一
七
〇
「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
（
坪
井
直
子
）
て
、
頓
而
参
ら
ん
。
若
此
約
束
を
違
へ
ば
、
家
に
来
て
、
一
族
迄
を
殺
給
へ
」
と
云
て
帰
る
。
母
に
食
事
を
進
て
、
約
束
の
如
く
に
、
彼
者
の
所
へ
到
け
り
。
兄
の
張
孝
是
を
聞
て
、
又
跡
よ
り
行
て
、
盗
に
い
へ
る
様
は
、「
我
は
張
礼
よ
り
肥
た
る
程
に
、
食
す
る
に
よ
か
る
べ
し
。
我
を
殺
て
、
張
礼
を
扶
よ
」
と
云
り
。
又
張
礼
は
、「
我
初
よ
り
の
約
束
也
」
と
て
、
死
を
争
け
れ
ば
、
彼
無
道
成
者
も
、
兄
弟
の
孝
義
を
感
て
、
友
に
死
を
免
、
か
様
の
兄
弟
古
今
希
也
と
て
、
米
二
石
塩
一
駄
と
与
へ
た
る
。
是
を
取
り
て
帰
り
、
い
よ
〳
〵
孝
道
を
な
せ
る
と
な
り
・
孝
詩
選
偶
値
緑
林
児
代
烹
云
痩
肥
人
皆
有
兄
弟
張
氏
古
今
稀
張
孝
張
礼
家
貧
、
兄
弟
二
人
、
礼
養
母
拾
菜
於
路
、
遇
賊
将
烹
食
之
、
礼
云
、
乞
回
家
、
供
母
早
食
、
却
来
就
死
、
孝
聞
自
詣
賊
曰
、
礼
痩
不
如
孝
肥
、
願
代
弟
命
、
礼
曰
、
礼
本
許
殺
、
勿
殺
吾
兄
、
賊
見
二
人
孝
義
、
倶
捨
之
・
千
字
文
「
恭
惟
鞠
養
」
注
昔
有
張
礼
、
遇
飢
饉
之
年
、
孤
養
老
母
在
堂
、
年
八
十
余
、
礼
拾
菓
帰
、
於
路
遇
賊
、
欲
殺
礼
食
之
、
礼
叩
頭
云
、
家
中
侍
養
老
母
、
朝
来
未
得
食
、
乞
命
少
時
、
帰
家
与
母
作
羹
、
却
来
就
死
、
礼
若
不
来
、
任
就
家
斬
為
百
段
、
賊
遂
放
去
、
礼
至
家
、
悦
与
母
作
食
供
尤
、
母
怪
問
曰
、
今
天
下
飢
荒
、
汝
何
咲
、
礼
曰
、
児
在
田
拾
菓
、
帰
遇
賊
欲
殺
児
、
為
母
未
食
、
乞
命
暫
帰
、
苟
或
憂
愁
、
母
必
不
食
、
是
以
強
咲
阿
娘
母
住
、
児
今
去
就
死
、
母
曰
、
汝
既
脱
賊
帰
去
、
何
更
自
就
死
、
礼
曰
児
若
不
去
、
賊
来
斬
家
娯
、
恐
驚
阿
娘
、
即
非
為
孝
子
、
其
弟
隔
門
聞
之
、
蜜 密
）
自
走
去
賊
所
、
謂
賊
曰
、
向
者
欲
帰
作
羹
者
是
兄
、
兄
孝
養
老
母
、
年
老
辛
苦
贏
痩
、
弟
肥
肉
多
、
願
代
兄
命
、
兄
復
至
賊
所
、
謂
賊
曰
、
礼
本
許
殺
、
何
得
殺
弟
、
賊
見
二
人
慈
順
、
皆
不
忍
殺
、
更
与
礼
米
二
石
塩
一
斤
、
帰
侍
養
老
母
、
以
金全
）
孝
敬
之
道
也
傍
線
部
や
傍
線
部
は
、
孝
詩
選
に
は
な
く
千
字
文
注
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
特
に
数
量
を
示
す
傍
線
部
は
、
草
子
と
千
字
文
注
に
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
で
、
草
子
が
塩
の
単
位
を
「
駄
」、
千
字
文
注
が
「
斤
」
と
す
る
こ
と
を
除
け
ば
両
者
は
一
致
す
る
。
徳
田
和
夫
氏
は
「
十
五
世
紀
初
頭
か
ら
訳
出
さ
れ
始
め
、「
二
十
四
孝
」
に
落
ち
着
く
ま
で
、
相
当
の
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
五
山
僧
を
中
心
に
註
や
抄
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
か
な
り
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る６
）
。
千
字
文
注
は
五
山
僧
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
注
釈
書
で
あ
る
の
で
、
張
孝
張
礼
条
の
説
話
本
文
が
千
字
文
注
に
拠
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
波
線
部
は
異
な
る
。
草
子
で
は
、
兄
張
孝
が
弟
張
礼
の
身
替
わ
り
を
賊
に
願
い
、
弟
張
礼
も
ま
た
賊
と
の
約
束
通
り
自
分
を
殺
す
こ
と
を
望
む
の
に
対
し
、
千
字
文
注
で
は
、
名
前
を
記
さ
れ
な
い
弟
（「
其
弟
」）
が
兄
張
礼
の
身
替
わ
り
を
賊
に
願
い
、
兄
張
礼
も
賊
と
の
約
束
通
り
自
分
を
殺
す
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
る
の
は
両
者
と
も
張
礼
だ
が
、
張
礼
は
草
子
で
は
弟
で
あ
る
の
に
対
し
、
千
字
文
注
で
は
兄
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
孝
詩
選
で
は
、
草
子
の
人
物
構
成
と
同
じ
で
、
張
礼
は
弟
で
あ
り
、
兄
の
張
孝
が
捕
ら
え
ら
れ
た
弟
の
身
替
わ
り
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
草
子
は
孝
詩
選
の
人
物
構
成
を
用
い
つ
つ
、
千
字
文
注
に
よ
っ
て
内
容
を
増
一
七
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
補
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
草
子
は
千
字
文
注
に
拠
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
孝
詩
選
と
千
字
文
注
の
文
章
に
は
近
似
す
る
部
分
が
所
々
に
あ
る
。
特
に
孝
詩
選
の
願
代
弟
命
、
礼
曰
、
礼
本
許
殺
、
勿
殺
吾
兄
、
賊
見
二
人
孝
義
と
、
千
字
文
注
の
願
代
兄
命
、
兄
復
至
賊
所
、
謂
賊
曰
、
礼
本
許
殺
、
何
得
殺
弟
、
賊
見
二
人
慈
順
は
、
兄
と
弟
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
よ
く
似
て
い
る
。
草
子
が
千
字
文
注
に
拠
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
孝
詩
選
も
千
字
文
注
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
二
孝
詩
選
の
典
拠
に
つ
い
て
、
大
島
建
彦
氏
は
「
張
孝
・
張
礼
の
こ
と
は
『
温
公
家
範
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は
『
純
正
蒙
求
』
上
の
「
長
平
詣
賊
」
に
よ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た７
）
。
温
公
家
範
七
に
は
、
次
の
よ
う
な
後
漢
書
を
も
と
に
す
る
、
趙
孝
趙
礼
の
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
王
末
、
天
下
乱
、
人
相
食
。
国
趙
孝
弟
礼
、
為
餓
賊
所
得
。
孝
聞
之
、
即
自
縛
詣
賊
曰
、
礼
久
餓
痩
不
如
孝
肥
。
餓
賊
大
驚
、
並
放
之
、
謂
曰
、
且
可
帰
、
更
持
米
来
。
孝
求
不
能
得
、
復
往
報
賊
、
願
就
烹
。
衆
異
之
、
遂
不
害
。
郷
党
服
其
義
（
四
庫
全
書
本
）
ま
た
純
正
蒙
求
上
の
「
長
平
詣
賊
」
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
、
や
は
り
趙
孝
趙
礼
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
東
漢
趙
孝
字
長
平
、
時
大
乱
人
相
食
。
孝
有
兄
名
礼
、
為
賊
所
獲
。
孝
聞
之
、
自
縛
詣
賊
曰
、
礼
久
餓
痩
不
如
己
肥
飽
。
賊
大
驚
、
二
人
皆
免
害
（
日
本
文
化
元
一
八
〇
四
年
刊
本
）
確
か
に
こ
れ
ら
の
説
話
の
大
筋
は
、
孝
詩
選
の
張
孝
張
礼
説
話
と
同
じ
で
あ
り
、
も
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
孝
詩
選
が
純
正
蒙
求
に
拠
っ
た
と
す
る
に
は
、
純
正
蒙
求
が
兄
の
名
前
を
礼
、
弟
の
そ
れ
を
孝
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
孝
詩
選
は
そ
の
逆
に
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
何
よ
り
「
趙
」
と
「
張
」
と
い
う
姓
氏
の
違
い
が
問
題
と
な
ろ
う
。
大
島
氏
は
張
孝
張
礼
と
趙
孝
趙
礼
を
何
の
疑
い
も
な
く
同
一
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
見
方
は
、
膨
大
な
二
十
四
孝
の
資
料
を
蒐
集
、
整
理
さ
れ
た
徳
田
進
氏
の
見
方
を
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る８
）
。
孝
詩
選
の
張
孝
張
礼
説
話
は
、
東
観
漢
記
や
後
漢
書
の
趙
孝
伝
と
話
柄
が
同
じ
で
あ
り
、
姓
氏
は
異
な
る
け
れ
ど
も
名
が
一
致
す
る
の
で
、
考
証
も
な
く
張
孝
張
礼
と
趙
孝
趙
礼
を
同
一
視
さ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
が
金
文
京
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
名
前
の
変
化
に
つ
い
て
「
そ
の
真
の
原
因
は
、
少
な
く
と
も
筆
者
な
ど
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
趙
と
張
を
同
音
に
よ
っ
て
誤
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
趙
と
張
が
同
音
と
な
る
の
は
、
近
世
日
本
漢
字
音
の
み
と
い
う
困
っ
た
問
題
が
生
じ
る
…
…
趙
孝
趙
礼
か
ら
張
孝
張
礼
へ
の
変
化
は
日
本
で
起
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
る
と
冒
頭
に
掲
げ
た
明
の
嘉
靖
刊
本
を
抄
写
し
た
は
ず
の
『
二
十
四
孝
詩
選
』
が
張
孝
張
礼
と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
古
抄
本
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
留
保
し
な
が
ら
も
、
変
化
が
日
本
で
起
き
た
可
能
性
を
提
示
さ
れ
た９
）
。
一
七
二
「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
（
坪
井
直
子
）
し
か
し
、
金
氏
の
ご
論
考
の
発
表
後
、
橋
本
草
子
氏
が
行
っ
た
孝
詩
選
諸
本
の
調
査
に
よ
っ
て
、
明
洪
武
年
間
の
建
安
版
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
張
孝
張
礼
と
あ
る
の
で
、
変
化
は
日
本
で
は
な
く
中
国
で
既
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
橋
本
氏
は
ま
た
、
後
述
す
る
日
記
故
事
に
関
連
し
て
、
千
字
文
注
に
も
張
礼
の
説
話
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
千
字
文
の
よ
う
な
識
字
の
教
科
書
も
「
孝
子
説
話
の
来
源
と
し
て
視
野
に
い
れ
る
べ
き
」
と
さ
れ
て
い
る10
）
。金
氏
が
提
示
さ
れ
た
趙
孝
趙
礼
か
ら
張
孝
張
礼
へ
の
変
化
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
、
二
十
四
孝
系
統
間
で
の
変
化
即
ち
、
孝
行
録
系
の
趙
孝
宗
趙
孝
礼
か
ら
二
十
四
詩
選
系
の
張
孝
張
礼
へ
は
、
二
十
四
孝
詩
選
系
が
孝
行
録
系
の
説
話
を
引
き
継
が
ず
に
、
千
字
文
注
収
録
の
説
話
へ
と
入
れ
替
え
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
孝
詩
選
が
純
正
蒙
求
を
典
拠
と
す
る
と
い
う
徳
田
氏
や
大
島
氏
の
見
解
を
考
え
直
す
こ
と
に
も
繫
が
る
。
張
孝
張
礼
説
話
を
載
せ
る
文
献
に
は
、
千
字
文
注
、
敦
煌
本
千
字
本
注
、
日
記
故
事
諸
本
、
孝
詩
選
、
二
十
四
孝
に
つ
い
て
の
日
本
の
抄
物
が
あ
る
が
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
古
い
文
献
は
千
字
文
注
で
あ
る
。
そ
の
張
孝
張
礼
説
話
の
文
章
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
で
、
孝
詩
選
の
よ
う
に
弟
の
張
礼
で
は
な
く
、
兄
の
張
礼
が
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
話
は
、
千
字
文
注
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
記
故
事
諸
本
に
も
み
ら
れ
る
。
日
記
故
事
は
元
の
虞
韶
が
編
纂
し
た
童
蒙
の
た
め
の
教
訓
書
で
、
よ
く
利
用
さ
れ
た
た
め
に
幾
度
か
編
集
し
直
さ
れ
て
数
種
類
の
刊
本
が
伝
わ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
古
い
形
を
遺
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
嘉
靖
二
十
一
（
一
五
四
二
）
年
刊
本
巻
二
愛
親
類
に
収
録
さ
れ
た
張
礼
説
話
を
次
に
あ
げ
る11
）
。
乞
命
帰
養
（
後
漢
）
張
礼
国
人
遇
飢
饉
谷
不
熟
曰
飢
藁
不
熟
曰
饉
、
孤
父
曰
孤
養
老
母
、
拾
菜
、
帰
遇
賊
欲
殺
食
之
、
礼
叩
頭
云
、
家
中
老
母
、
朝
未
得
食
、
乞
命
少
時
、
帰
家
供
訖
、
却
来
就
死
、
賊
遂
放
去
、
礼
弟
隔
墻
聞
之
、
密
自
走
賊
所
、
謂
賊
曰
、
向
者
欲
帰
作
羹
者
是
吾
兄
也
。
兄
孝
養
去声
辛
苦
贏
痩
、
弟
肥
肉
多
、
願
代
兄
命
、
礼
復
至
賊
所
曰
、
礼
本
許
殺
、
何
得
殺
弟
、
賊
感
二
人
慈
孝
、
皆
不
殺
後
世
の
刊
本
で
は
若
干
記
事
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
兄
張
礼
が
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
し
、
よ
く
よ
く
日
記
故
事
諸
本
と
千
字
文
注
の
文
章
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
は
近
似
し
て
お
り
、
日
記
故
事
諸
本
は
千
字
文
注
の
張
礼
譚
を
収
録
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
記
故
事
が
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
を
収
録
し
て
い
る
な
ら
ば
、
日
記
故
事
と
繫
が
り
の
深
い
孝
詩
選
も
ま
た
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
こ
と
は
孝
詩
選
と
千
字
文
注
に
近
似
の
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
千
字
文
注
や
嘉
靖
二
十
一
年
刊
日
記
故
事
で
は
、
張
礼
の
名
し
か
記
さ
な
い
が
、
同
じ
く
古
形
で
あ
る
嘉
靖
四
十
五
（
一
五
六
六
）
年
朝
鮮
刊
本
の
挿
絵
に
は
「
張
孝
」「
張
礼
」
の
榜
題
が
あ
る
の
で
、
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
は
、
張
礼
一
人
の
説
話
で
は
な
く
、
張
礼
張
孝
兄
弟
の
説
話
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
孝
詩
選
は
、
孝
行
録
系
の
趙
孝
宗
趙
孝
礼
説
話
を
、
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
へ
と
入
れ
替
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
十
四
孝
の
系
統
間
の
入
れ
替
え
は
、
二
十
四
孝
詩
選
系
か
ら
日
記
故
事
系
へ
は
二
話
し
か
入
れ
替
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、
孝
行
録
系
か
ら
二
十
四
孝
詩
選
系
へ
一
七
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、
二
十
四
話
の
う
ち
実
に
八
話
も
が
入
れ
替
わ
る
。
そ
れ
ら
を
上
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
孝
行
録
系
劉
殷
王
武
子
劉
明
達
鮑
山
曹
元
覚
魯
義
姑
伯
・
二
十
四
孝
詩
選
系
漢
文
帝
唐
夫
人
呉
猛
王
黄
香
婁
黄
山
谷
朱
寿
昌
孝
詩
選
は
、
宋
代
の
孝
子
の
説
話
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
の
他
に
、
儒
教
に
不
都
合
で
あ
っ
た
り
、
正
体
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
孝
子
達
の
説
話
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
孝
行
録
系
の
趙
孝
宗
趙
孝
礼
は
、
趙
孝
趙
礼
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
正
体
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
趙
孝
趙
礼
説
話
に
は
親
孝
行
の
要
素
が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
孝
行
録
「
趙
宗
替
痩
」
に
は
若
干
親
孝
行
の
要
素
が
あ
る
が
（「
弟
孝
養
老
母
且
身
痩
」）、
後
漢
書
等
の
趙
孝
伝
に
は
な
く
、
孝
行
録
系
趙
孝
宗
趙
孝
礼
説
話
の
も
と
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
孝
子
伝
に
も
な
い12
）
。
次
に
孝
行
録
「
趙
宗
替
痩
」
と
、
孝
行
録
系
の
も
と
に
な
っ
た
ら
し
い
類
林
雑
説
巻
一
孝
友
篇
第
四
所
収
の
孝
子
伝
逸
文
を
上
げ
る
。
・
孝
行
録
「
趙
宗
替
痩
」
趙
孝
宗
弟
孝
礼
、
為
賊
所
劫
欲
烹
之
、
孝
宗
詣
賊
曰
、
弟
孝
養
老
母
且
身
痩
、
不
如
己
肥
、
請
代
烹
、
其
言
哀
切
、
賊
曰
此
孝
子
也
、
皆
釈
之
・
孝
子
伝
逸
文
趙
孝
宗
長
平
人
也
。
弟
礼
為
餓
賊
捉
、
将
欲
食
之
。
宗
聞
之
走
、
謂
賊
曰
、
礼
痩
、
不
如
孝
宗
肥
。
請
代
弟
死
。
賊
相
謂
曰
、
此
義
士
也
。
賊
遂
共
釈
之
。
漢
明
帝
時
、
為
長
楽
尉
。
出
孝
子
伝
趙
孝
宗
趙
孝
礼
説
話
は
、
孝
子
伝
逸
文
に
「
此
義
士
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
親
孝
行
の
話
で
は
な
く
兄
弟
愛
或
い
は
孝
義
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
漢
代
で
は
義
士
は
孝
子
の
範
疇
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
、
元
の
頃
に
な
る
と
孝
行
の
範
囲
が
狭
ま
っ
て
外
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
二
十
四
孝
詩
選
系
で
は
兄
弟
愛
を
説
く
張
孝
張
礼
説
話
と
田
真
田
慶
田
広
説
話
が
か
ろ
う
じ
て
収
録
さ
れ
る
が
、
日
記
故
事
系
で
は
こ
れ
ら
二
話
は
親
孝
行
を
説
く
江
革
説
話
と
仲
由
説
話
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
趙
孝
（
趙
孝
宗
）
を
義
士
と
す
る
こ
と
は
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
孝
子
伝
逸
文
だ
け
で
な
く
、
西
夏
本
の
類
林
三
行
果
品
所
収
の
趙
孝
宗
伝
に
は
「
義
」
人
と
あ
り
、
錦
繡
万
花
谷
前
集
十
六
所
収
の
趙
孝
宗
伝
に
も
「
義
士
」
と
あ
る13
）
。
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
孝
詩
選
に
は
「
礼
養
母
拾
菜
於
路
、
遇
賊
将
烹
食
之
、
礼
云
、
乞
回
家
、
供
母
早
食
、
却
来
就
死
」
と
あ
っ
て
親
孝
行
の
記
述
が
多
い
の
で
、
兄
弟
愛
だ
け
を
説
く
孝
行
録
系
の
趙
孝
宗
趙
孝
礼
説
話
か
ら
、
親
孝
行
を
も
説
く
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
へ
と
、
説
話
を
入
れ
替
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
で
は
兄
が
張
礼
で
あ
る
の
に
対
し
、
孝
詩
選
で
は
兄
が
張
孝
と
な
っ
て
い
て
、
兄
と
弟
の
名
前
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
孝
詩
選
編
者
が
、
孝
行
録
系
の
説
話
の
影
響
を
受
け
て
、
兄
と
弟
を
替
え
て
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
を
利
用
し
た
か
、
編
者
本
人
が
誤
解
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
に
孝
行
録
の
趙
孝
礼
が
親
孝
行
で
あ
っ
た
記
述
一
七
四
「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
（
坪
井
直
子
）
も
、
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
三
と
こ
ろ
で
、
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
は
、
趙
孝
趙
礼
説
話
を
基
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
金
氏
が
悩
ま
れ
た
よ
う
に
趙
孝
趙
礼
か
ら
張
孝
張
礼
へ
の
変
化
に
は
、
音
韻
の
問
題
が
あ
る
し
、
細
部
の
記
述
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
両
者
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
は
後
漢
書
三
十
九
列
伝
二
十
九
趙
孝
伝
と
、
前
掲
し
た
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
と
を
比
較
す
る
の
み
に
留
め
、
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
次
に
後
漢
書
の
記
述
と
、
千
字
文
注
の
記
述
を
再
掲
し
比
較
し
て
み
る
。
・
後
漢
書
ａ
趙
孝
字
長
平
、
国
人
也
。
父
普
、
王
時
為
田
禾
将
軍
、
任
孝
為
郎
。
毎
告
帰
、
常
白
衣
歩
。
嘗
従
長
安
還
、
欲
止
郵
亭
。
亭
長
先
時
聞
孝
当
過
、
以
有
長
者
客
、
掃
洒
待
之
。
孝
既
至
、
不
自
名
、
長
不
肯
内
、
因
問
曰
、
聞
田
禾
将
軍
子
当
従
長
安
来
、
何
時
至
乎
。
孝
曰
、
尋
到
矣
、
於
是
遂
去
。
ｂ
及
天
下
乱
、
人
相
食
。
孝
弟
礼
為
餓
賊
所
得
、
孝
聞
之
、
即
自
縛
詣
賊
曰
、
礼
久
餓
痩
、
不
如
孝
肥
飽
。
賊
大
驚
、
並
放
之
。
謂
曰
、
可
且
帰
、
更
持
米
来
。
孝
求
不
能
得
、
復
往
報
賊
、
願
就
亨
。
衆
異
之
、
遂
不
害
。
郷
党
服
其
義
。
州
郡
辟
召
、
進
退
必
以
礼
。
挙
孝
廉
、
不
応
。
ｃ
永
平
中
、
辟
太
尉
府
。
顕
宗
素
聞
其
行
、
詔
拝
諌
議
大
夫
。
遷
侍
中
、
又
遷
長
楽
衞
尉
。
復
弟
礼
為
御
史
中
丞
。
礼
亦
恭
謙
行
己
類
於
孝
。
帝
嘉
其
兄
弟
篤
行
、
欲
寵
異
之
、
詔
礼
十
日
一
就
衞
尉
府
、
太
官
送
供
具
、
令
共
相
対
尽
歓
。
数
年
、
礼
卒
。
帝
令
孝
従
官
属
送
喪
帰
葬
。
後
歳
余
、
復
以
衞
尉
賜
告
帰
、
卒
于
家
。
孝
無
子
、
拝
礼
両
子
為
郎
。
・
千
字
文
注
昔
有
張
礼
、
遇
飢
饉
之
年
、
孤
養
老
母
在
堂
、
年
八
十
余
、
礼
拾
菓
帰
、
於
路
遇
賊
、
欲
殺
礼
食
之
、
礼
叩
頭
云
、
家
中
侍
養
老
母
、
朝
来
未
得
食
、
乞
命
少
時
、
帰
家
与
母
作
羹
、
却
来
就
死
、
礼
若
不
来
、
任
就
家
斬
為
百
段
、
賊
遂
放
去
、
礼
至
家
、
悦
与
母
作
食
供
尤
、
母
怪
問
曰
、
今
天
下
飢
荒
、
汝
何
咲
、
礼
曰
、
児
在
田
拾
菓
、
帰
遇
賊
欲
殺
児
、
為
母
未
食
、
乞
命
暫
帰
、
苟
或
憂
愁
、
母
必
不
食
、
是
以
強
咲
阿
娘
母
住
、
児
今
去
就
死
、
母
曰
、
汝
既
脱
賊
帰
去
、
何
更
自
就
死
、
礼
曰
児
若
不
去
、
賊
来
斬
家
娯
、
恐
驚
阿
娘
、
即
非
為
孝
子
、
其
弟
隔
門
聞
之
、
蜜密
）
自
走
去
賊
所
、
謂
賊
曰
、
向
者
欲
帰
作
羹
者
是
兄
、
兄
孝
養
老
母
、
年
老
辛
苦
贏
痩
、
弟
肥
肉
多
、
願
代
兄
命
、
兄
復
至
賊
所
、
謂
賊
曰
、
礼
本
許
殺
、
何
得
殺
弟
、
賊
見
二
人
慈
順
、
皆
不
忍
殺
、
更
与
礼
米
二
石
塩
一
斤
、
帰
侍
養
老
母
、
以
金全
）
孝
敬
之
道
也
後
漢
書
は
、
ａ
孝
（
兄
）
が
郎
で
あ
っ
た
時
、
故
郷
へ
帰
る
と
き
は
常
に
無
位
無
冠
を
示
す
白
服
を
着
て
荷
物
を
担
ぎ
歩
い
て
い
た
た
め
に
、
貴
人
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
亭
長
に
宿
泊
を
拒
ま
れ
た
話
、
ｂ
天
下
が
乱
れ
て
い
る
時
、
礼
（
弟
）
が
餓
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
身
替
わ
り
を
孝
が
願
い
出
る
、
餓
賊
は
驚
き
米
を
持
っ
て
き
た
な
ら
ば
許
し
て
や
ろ
う
と
兄
弟
を
放
つ
が
、
孝
は
米
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
餓
賊
に
煮
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
話
で
、
趙
孝
趙
礼
の
も
と
に
な
っ
た
話
、
ｃ
官
吏
登
用
を
含
む
そ
の
後
の
兄
弟
の
略
歴
と
い
う
三
つ
の
話
柄
か
ら
な
る
。
ち
な
み
に
東
観
漢
記
十
五
は
後
漢
書
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
ｃ
の
略
歴
の
一
七
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
前
に
別
の
話
即
ち
、
食
料
が
乏
し
い
時
に
、
貴
重
な
穀
物
を
入
手
し
た
孝
夫
妻
は
、
そ
れ
を
弟
礼
夫
妻
に
譲
っ
て
自
分
達
は
野
菜
だ
け
の
粗
末
な
食
事
を
と
ろ
う
と
し
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
弟
夫
婦
も
と
も
に
野
菜
だ
け
の
食
事
を
と
っ
た
と
い
う
兄
弟
友
愛
の
話
が
加
わ
る14
）
。
つ
ま
り
、
後
漢
書
や
東
観
漢
記
は
兄
趙
孝
の
一
代
伝
記
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
千
字
文
注
で
は
、
後
漢
書
の
ｂ
の
話
に
、
傍
線
部
の
兄
張
礼
が
独
り
で
母
親
を
養
っ
て
お
り
、
賊
に
捕
ら
わ
れ
た
時
に
、
母
親
に
食
事
を
さ
せ
る
た
め
暫
し
の
命
乞
い
を
し
た
と
い
う
孝
行
話
が
加
わ
っ
て
い
て
、
兄
張
礼
の
孝
子
説
話
と
い
っ
た
体
裁
で
あ
る
。
ｂ
の
話
柄
の
部
分
だ
け
で
も
、
詳
し
く
み
て
ゆ
く
と
両
者
は
か
な
り
異
な
る
。
後
漢
書
で
は
、
捕
ら
え
ら
れ
る
の
は
弟
で
、
弟
が
痩
せ
て
い
る
理
由
は
餓
え
か
ら
で
あ
る
（「
礼
久
餓
痩
」）。
し
か
し
、
千
字
文
注
で
は
、
捕
ら
え
ら
れ
る
の
は
兄
で
、
兄
が
痩
せ
て
い
る
理
由
は
、
孝
行
で
あ
り
、
年
老
い
た
母
を
養
っ
て
い
る
か
ら
と
な
っ
て
い
る
（「
兄
孝
養
老
母
、
年
老
辛
苦
贏
痩
」）。
兄
が
老
母
を
養
っ
て
い
る
こ
と
は
、
説
話
冒
頭
に
も
記
述
が
あ
り
、
兄
が
独
り
で
養
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
孤
養
老
母
在
堂
」）。
そ
の
他
に
、
後
漢
書
に
は
な
い
記
述
で
、
兄
礼
は
、
自
分
の
身
替
わ
り
を
願
い
出
た
弟
で
は
な
く
、
本
の
通
り
に
自
分
を
殺
し
て
ほ
し
い
と
賊
に
願
い
出
る
部
分
が
あ
る
（「
兄
復
至
賊
所
、
謂
賊
曰
、
礼
本
許
殺
、
何
得
殺
弟
」）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
礼
と
い
う
名
前
の
人
物
が
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
、
そ
の
身
替
わ
り
を
礼
の
兄
弟
が
願
い
出
る
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
も
と
も
と
千
字
文
注
の
張
礼
説
話
は
、
複
数
の
人
物
の
伝
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
母
親
に
食
事
を
さ
せ
る
た
め
の
命
乞
い
は
、
後
漢
書
三
十
九
列
伝
二
十
九
劉
平
伝
の
次
の
箇
所
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し15
）
、
更
始
時
、
天
下
乱
、
平
弟
仲
為
賊
所
殺
、
其
後
賊
復
忽
然
至
、
平
扶
持
其
母
奔
走
逃
難
、
仲
遺
復
女
始
一
歳
、
平
抱
仲
女
而
棄
其
子
、
母
欲
還
取
之
、
平
不
聴
曰
、
力
不
能
両
活
、
仲
不
可
以
絶
類
、
遂
去
不
顧
、
与
母
倶
匿
野
沢
中
。
平
朝
出
求
食
、
逢
餓
賊
、
将
亨
之
、
平
叩
頭
曰
、
今
旦
為
老
母
求
菜
、
老
母
待
曠
為
命
、
願
得
先
帰
、
食
母
、
畢
、
還
就
死
。
因
涕
泣
。
賊
見
其
至
誠
、
哀
而
遣
之
。
平
還
、
既
食
母
訖
、
因
白
曰
、
属
与
賊
期
、
義
不
可
欺
。
遂
還
詣
賊
。
衆
皆
大
驚
、
相
謂
曰
、
常
聞
烈
士
、
乃
今
見
之
。
子
去
矣
、
吾
不
忍
食
子
。
於
是
得
全
賊
が
兄
弟
の
慈
順
に
感
動
し
て
、
兄
弟
を
放
免
す
る
の
み
な
ら
ず
、
米
二
石
塩
一
斤
を
贈
っ
た
と
い
う
話
は
、
次
に
上
げ
る
日
本
伝
存
の
六
朝
時
代
の
孝
子
伝
の
亜
流
と
み
ら
れ
る
逸
名
孝
子
伝
（
陽
明
文
庫
蔵
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
船
橋
文
庫
蔵
）
に
収
録
さ
れ
る
王
琳
王
季
兄
弟
（
王
巨
尉
）
の
説
話
の
末
尾
「
賊
更
牛
蹄
一
双
、
以
贈
之
也
」
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
王
巨
尉
者
汝
南
人
也
。
有
兄
弟
二
人
。
兄
年
十
二
、
弟
年
八
歳
。
父
母
終
没
、
哭
泣
過
礼
。
聞
者
悲
傷
。
弟
行
採
薪
。
忽
逢
赤
眉
賊
。
縛
欲
食
之
。
兄
憂
其
不
還
。
入
山
之
、
正
見
賊
縛
将
殺
食
。
兄
即
自
縛
、
往
賊
前
曰
、
我
肥
弟
痩
。
請
以
肥
身
易
痩
身
。
賊
則
嗟
之
、
而
放
兄
弟
、
皆
得
免
之
。
賊
更
牛
蹄
一
双
、
以
贈
之
也
（
陽
明
文
庫
蔵
本
）
孝
子
説
話
に
は
過
剰
な
ま
で
の
孝
行
を
記
す
も
の
が
あ
る
が
、
千
字
文
注
も
そ
の
一
つ
に
数
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
後
漢
書
の
趙
孝
伝
、
劉
平
伝
、
逸
名
孝
子
伝
の
王
巨
尉
伝
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
七
六
「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
（
坪
井
直
子
）
孝
子
説
話
で
は
、
孝
子
は
異
な
る
が
同
じ
孝
行
の
話
柄
で
あ
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
例
え
ば
、
迫
り
来
る
隣
家
の
火
事
か
ら
親
の
棺
を
身
を
挺
し
て
守
ろ
う
と
す
る
話
は
、
蔡
順
伝
に
も
あ
る
し
（
後
漢
書
三
十
九
列
伝
二
十
九
等
）、
古
初
伝
（
後
漢
書
二
十
九
列
伝
十
九
等
）
に
も
あ
る
。
孝
行
説
話
は
模
範
と
し
て
踏
襲
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
違
う
人
物
の
伝
記
に
同
じ
孝
行
話
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
事
例
で
あ
る
し
、
孝
行
の
種
類
に
も
限
り
が
あ
る
の
で
、
自
ず
と
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
兄
弟
の
一
人
が
賊
に
捕
ら
わ
れ
、
も
う
一
人
が
そ
の
身
替
わ
り
を
願
い
出
る
と
い
う
話
柄
も
、
趙
孝
趙
礼
（
張
孝
張
礼
）
説
話
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
他
に
王
琳
王
季
兄
弟
（
東
観
漢
記
十
五
、
後
漢
書
三
十
九
列
伝
二
十
九
等
）、
萌
と
そ
の
兄
（
東
観
漢
記
十
五
、
論
衡
斉
世
篇
等
）
の
説
話
が
あ
っ
て
、
一
種
の
話
型
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
流
布
状
況
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
漢
代
で
は
後
漢
書
に
趙
孝
伝
に
続
け
て
王
琳
伝
が
記
さ
れ
、
六
朝
時
代
で
は
、
日
本
伝
存
の
逸
名
孝
子
伝
や
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
蔵
北
魏
孝
子
伝
図
石
棺
に
王
琳
王
季
説
話
が
描
か
れ
て
い
る
。
孝
子
伝
に
収
録
さ
れ
た
王
琳
王
季
説
話
は
広
く
流
布
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
趙
孝
趙
礼
説
話
に
圧
さ
れ
て
衰
退
し
た
ら
し
い
。
唐
代
の
孝
子
伝
の
実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
類
林
雑
説
所
収
の
孝
子
伝
逸
文
か
ら
す
れ
ば
、
趙
孝
趙
礼
説
話
が
孝
子
伝
に
収
録
さ
れ
て
流
布
し
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
い
つ
の
時
点
で
趙
孝
を
趙
孝
宗
と
誤
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
名
前
を
誤
っ
た
孝
子
伝
か
ら
、
北
宋
時
代
に
主
流
と
な
る
孝
行
録
系
二
十
四
孝
へ
と
引
き
継
が
れ
、
南
宋
時
代
以
降
成
立
の
二
十
四
孝
詩
選
系
で
は
、
千
字
文
注
所
収
の
張
孝
張
礼
説
話
へ
と
交
替
す
る
わ
け
で
あ
る16
）
。
先
に
隣
家
の
失
火
か
ら
親
の
棺
を
守
る
説
話
を
例
と
し
て
上
げ
た
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
加
え
れ
ば
、
生
前
雷
を
怖
が
っ
て
い
た
親
の
た
め
に
雷
が
鳴
る
た
び
墓
を
守
り
に
ゆ
く
説
話
は
、
六
朝
時
代
の
孝
子
伝
図
で
は
蔡
順
の
説
話
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
孝
行
録
系
に
は
そ
の
話
は
な
く
、
二
十
四
孝
詩
選
系
で
は
王
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
の
入
れ
替
わ
り
は
、
細
部
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
大
筋
に
変
化
は
な
く
、
結
果
的
に
孝
子
名
だ
け
が
交
替
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
孝
と
い
う
思
想
の
伝
統
性
や
規
制
力
の
強
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
〔
注
〕
１
）
市
古
貞
次
氏
校
注
『
御
伽
草
子
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
33
年
）
解
説
２
）
三
浦
俊
介
氏
「『
二
十
四
孝
』
｜
董
永
譚
を
中
心
に
｜
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
61
・
５
、
平
成
８
年
５
月
）、
川
崎
博
氏
「
嵯
峨
本
『
二
十
四
孝
』
の
挿
絵
作
者
に
つ
い
て
（
上
）」（『
国
華
』
一
二
三
八
、
平
成
10
年
12
月
）
参
照
３
）
金
文
京
氏
「『
孝
行
録
』
の
明
達
売
子
」
に
つ
い
て
｜
「
二
十
四
孝
」
の
問
題
点
｜
」（『
汲
古
』
15
、
平
成
1
年
6
月
）
４
）
小
川
環
樹
、
木
田
章
義
氏
注
解
『
注
解
千
字
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
59
年
）
解
説
、
山
崎
誠
氏
「
本
邦
旧
伝
注
千
字
文
」『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
（
和
泉
書
院
、
平
成
５
年
）
参
照
。
５
）
草
子
は
注
１
）前
掲
書
、
千
字
文
注
は
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
（
元
和
三
一
六
一
七
年
刊
の
寛
永
二
一
六
二
五
年
模
刻
版
）、
孝
詩
選
は
竜
谷
大
学
蔵
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
乙
本
（
禿
氏
祐
祥
氏
解
説
『
二
十
四
孝
詩
選
』
全
国
書
房
、
昭
和
21
年
）
に
よ
る
。
参
考
ま
で
に
敦
煌
本
千
字
文
注
を
次
に
上
げ
る
（
黒
田
彰
、
後
藤
昭
雄
、
東
野
治
之
、
三
木
雅
博
氏
『
上
野
本
注
千
字
文
注
解
』
和
泉
書
院
、
昭
和
63
年
付
載
敦
煌
本
『
注
千
字
文
』
に
拠
る
）。
二
字
分
空
き
）
離
在
家
、
竭
力
以
養
老
母
、
時
有
賊
、
在
田
捉
（
二
字
分
空
き
）
之
礼
叩
頭
曰
、
戎我
）
有
老
母
在
家
、
我
為
取
菜
供
養
、
君
若
殺
我
、
老
母
交
闕
朝
、
願
君
放
我
、
作
与
母
食
訖
、
我
即
一
七
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
自
来
就
死
、
終
不
失
信
、
賊
遂
放
還
家
、
礼
入
門
、
歓
悦
怡
咲
、
作
与
母
食
訖
、
母
問
礼
曰
、
於
今
飢
饉
、
使
子
辛
苦
、
何
有
歓
楽
、
忽
然
怡
咲
、
礼
曰
、
児
向
者
在
田
取
菜
逢
賊
、
欲
殺
児
、
々
為
阿
嬢
未
朝
、
乞
命
少
時
、
若
欲
愁
憂
、
恐
嬢
不
楽
、
是
以
歓
悦
見
、
今
就
死
、
好
住
、
母
曰
、
既
免
賊
手
、
何
乃
自
去
、
礼
曰
、
児
若
不
去
、
賊
就
家
取
児
、
賊
若
来
、
驚
恐
阿
嬢
、
即
非
孝
子
、
其
弟
高隔
）
聞
兄
此
言
、
密
自
走
出
、
而
至
賊
所
、
胃謂
）
曰
、
向
来
仁
者
、
是
我
之
兄
、
君
既
須
肉
、
我
肥
肉
多
、
我
兄
孝
養
弱
、
宍
少
、
今
代
我
兄
取
死
、
願
君
殺
我
、
莫
殺
我
兄
、
須
之
間
、
張
礼
走
到
、
本
許
殺
我
、
何
為
殺
第弟
）
、
賊
見
張
礼
兄
第弟
）
如
此
、
悉
皆
流
涙
、
遂
赦
二
人
之
命
、
使
送
還
、
而
乃
遺
米
一
斗
、
令
与
老
母
、
鞠
養
之
道
、
其
由
如
此
也
６
）
徳
田
和
夫
氏
「
お
伽
草
子
「
二
十
四
孝
」
誕
生
前
夜
」『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
』
６
（
汲
古
書
院
、
昭
和
62
年
、「
二
十
四
孝
誕
生
前
夜
」
と
し
て
『
お
伽
草
子
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
昭
和
63
年
二
篇
四
章
に
再
録
）
７
）
大
島
建
彦
氏
校
注
『
御
伽
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
昭
和
49
年
）『
二
十
四
孝
』「
張
孝
張
礼
」
頭
注
８
）
徳
田
進
氏
「
孝
子
説
話
集
の
研
究
二
十
四
孝
を
中
心
に
」（
井
上
書
房
、
昭
和
38
年
）
157
頁
９
）
注
３
）前
掲
論
文
10
）
橋
本
草
子
氏
「「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
と
郭
居
敬
二
十
四
孝
図
研
究
ノ
ー
ト
そ
の
一
」（『
人
文
論
叢
』
43
、
平
成
7
年
１
月
）、「「
日
記
故
事
」
の
版
本
に
つ
い
て
｜
二
十
四
孝
図
研
究
ノ
ー
ト
そ
の
三
｜
」（『
人
文
論
叢
』
46
、
平
成
10
年
１
月
）
11
）『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
』
2
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
昭
和
63
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
日
記
故
事
諸
本
の
中
に
は
、
張
礼
説
話
の
ほ
か
に
「
代
弟
赴
賊
」
と
し
て
、
趙
孝
趙
礼
説
話
を
収
録
す
る
も
の
が
あ
る
。
詳
し
く
は
注
10
）橋
本
氏
前
掲
論
文
「「
日
記
故
事
」
の
版
本
に
つ
い
て
」
参
照
。
12
）
黒
田
彰
先
生
は
、
孝
子
伝
逸
文
の
「
趙
孝
宗
長
平
人
也
」
が
、「
趙
孝
字
長
平
」
の
「
字
」
を
「
宗
」
と
誤
読
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
孝
子
伝
の
研
究
』
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
二
3
）。
13
）
西
夏
本
類
林
の
趙
孝
宗
伝
は
、
史
金
波
、
黄
振
華
、
鴻
音
氏
『
類
林
研
究
』
（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
平
成
５
年
）
63
頁
参
照
。
ま
た
錦
繡
万
花
谷
前
集
十
六
趙
孝
宗
伝
（「
争
死
」）
は
次
に
上
げ
る
（『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
所
収
宋
刻
本
影
印
に
よ
る
）。
後
漢
時
、
趙
孝
宗
弟
孝
礼
被
賊
捉
去
、
欲
殺
而
食
之
。
孝
宗
聞
之
、
走
見
賊
曰
、
孝
礼
不
如
孝
宗
肥
。
願
代
弟
死
。
賊
相
謂
曰
、
此
義
士
也
。
遂
並
放
之
孝
義
伝
14
）
参
考
ま
で
に
東
観
漢
記
の
趙
孝
伝
で
後
漢
書
に
は
な
い
記
述
を
次
に
上
げ
る
（
呉
樹
平
氏
校
注
『
東
観
漢
記
校
注
』
に
よ
る
）。
趙
孝
、
字
長
平
、
建
武
初
天
下
新
定
、
穀
食
尚
少
、
孝
得
穀
、
炊
将
熟
、
令
弟
礼
夫
妻
使
出
、
比
還
、
孝
夫
妻
共
茄
蔬
菜
、
礼
夫
妻
来
帰
、
告
言
已
食
、
独
飯
之
。
積
久
、
礼
心
怪
疑
、
後
掩
伺
見
之
、
亦
不
肯
復
出
、
遂
共
蔬
食
、
兄
弟
怡
怡
、
郷
里
帰
徳
15
）
注
４
）前
掲
書
「
恭
惟
鞠
養
」
注
。
16
）
趙
孝
趙
礼
説
話
を
中
心
と
す
る
孝
子
伝
や
二
十
四
孝
関
係
史
料
に
お
け
る
兄
弟
の
名
前
と
、
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
た
人
物
の
一
覧
文
献
史
料
兄
の
名
前
弟
の
名
前
餓
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
た
人
物
備
考
東
観
漢
記
趙
孝
伝
趙
孝
趙
礼
趙
礼
後
漢
書
趙
孝
伝
趙
孝
趙
礼
趙
礼
後
漢
書
王
琳
伝
王
琳
王
季
王
季
父
母
の
墓
守
陽
明
文
庫
、
船
橋
文
庫
蔵
逸
名
孝
子
伝
王
巨
尉
王
琳
）
な
し
弟
）
父
母
の
死
に
哭
泣
過
礼
西
夏
本
類
林
趙
孝
宗
趙
孝
礼
趙
孝
礼
類
林
雑
説
所
収
孝
子
伝
趙
孝
宗
趙
孝
礼
趙
孝
礼
敦
煌
本
千
字
文
注
礼
な
し
礼
母
を
養
う
千
字
文
注
纂
図
本
）
張
礼
な
し
張
礼
母
を
養
う
温
公
家
範
趙
孝
趙
礼
趙
礼
一
七
八
「
二
十
四
孝
」
の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て
（
坪
井
直
子
）
（
つ
ぼ
い
な
お
こ
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導
教
員：
黒
田
彰
教
授
）
二
〇
一
一
年
九
月
三
十
日
受
理
純
正
蒙
求
趙
礼
趙
孝
趙
礼
錦
繡
万
花
谷
趙
孝
宗
趙
孝
礼
趙
孝
礼
孝
行
録
趙
孝
宗
趙
孝
礼
趙
孝
礼
母
を
養
う
二
十
四
孝
詩
選
張
孝
張
礼
張
礼
母
を
養
う
日
記
故
事
張
礼
張
孝
）
張
礼
母
を
養
う
お
伽
草
子
張
孝
張
礼
張
礼
母
を
養
う
一
七
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
